
横浜市アマチュア無線非常通信協力会  平成28年度支部活動報告（平成29年5月21日総会用）
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1 鶴見 31 8 1 33

5/1本部理事会出席（支部長）
5/22本部総会出席（支部長）
8/7本部理事会、支部長会出席（支部長他1名）、および九都県市防災フェア西区ブース激励訪問
11/19本部⇔支部間伝搬確認及び鶴見区支部内「訓練通信」実施（参加10名、7局⇔支部局）、区役所総務課防災担当課長と意見交
換実施
H29.1/4鶴見区役所主催新年賀詞交換会参加（支部長）
H29.1/14鶴見区支部臨時総会開催（18名）　　　　　　※その他毎月第2土曜鶴見レピータJR1WU439.56MHｚにて地域ロールコール
実施

2 神奈川 25 4 3 15

・中丸小学校（片倉町近郊）防災訓練に６名が参加し、区役所との交信および無線機の動作確認を実施した。
・神大寺小学校（片倉町近郊）防災訓練に３名が参加し、区役所付近の車両との交信および無線機の動作確認を実施した。
・子安小学校（新子安近郊）防災訓練に５名が参加。当日は近隣の日産自動車、昭和電工の企業・事業所の無線クラブ局の参加が
あった。
・神奈川区役所と横浜市役所（中区）間の通信実験に１名参加/区役所設置機器の動作確認を実施し結果全て良好である事を確認し
た。

3 西 12 11 2 14

・西区災害対策連絡協議会（西区役所主催）参加、今年度の区防災計画やハザードマップ等の説明（5月27日）
・JARL横浜西クラブと合同で総会（6月12日）････主に活動計画など（予算は無いため、予算案等は無い）
・西区内でFDコンテスト参加（8月6～7日）
・「防災週間」西区地域防災訓練参加、主にデジタル無線の活用が盛られている（9月4日、11日）
・JARL横浜西クラブと合同で新年会を実施

4 中 8 5 25 96

H28,4月からH29,3月までの第一土曜日の20:30から145.60MHzにて月例通信訓練を実施して、12回44名が参加。
また、関東近県で地震発生時には必要に応じ安否確認の通信訓練を実施して、4回9名が参加。
H28,11,19 横浜市役所と市内18区との電波伝播通信訓練に、JR1YWG中区役所局で2局が対応した。
H29,01,19 中区役所の情報受伝達訓練に非常通信協力会として参加し、中区役所局と移動局2局にて地域防災拠点10カ所にて運用し
た。
※隣接区の磯子区支部の10/30根岸中学校での防災訓練に2局参加して情報共有した。
※H28,12,15 中区役所局のアンテナをX5000に取り換えた。無線局免許状変更（代表者変更・運用周波数 7, 21, 28, 50MHzを追
加）　　　　　　　　　　　　　　　※H28,8,27/28 横浜防災フェアへの出展（中区支部担当）は近隣の各支部の方々の応援を得
て遂行した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※地域防災訓練（9/24山元小、10/23本牧小、11/6元街小、11/12
間門小、11/13本牧南小）で区役所との情報受伝達訓練を実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※同時に地域防災拠

5 南 25 0 0 0

・活動再開となる支部総会を6/26開催(９名参加)
・8/21九都県市合同防災訓練に参加－担当支部：南区支部　中村小学校(8名参加)
・8/27,28中区支部担当の「横浜防災フェア」応援参加(3名参加)
・11/19市役所局・区役所局間通信訓練の実施・・・区役所が偏見日で運用できないので、第一移動場所で参加
・9回のロールコール開催。・・・会員間の区内伝搬調査(延べ84名参加)
・区役所局JR1YWH 伝搬調査を２回実施
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【区役所との協働活動】
　・全拠点の区防災訓練に参加　２８拠点（期間前実施、拠点統合実施及び訓練中止拠点各１拠点を除く）
  ・区広報紙に支部員募集広告が掲載された。
　・デジ簡トランシーバーやデジタル移動電話の通信訓練をサポート
　・区会議への参加（防災拠点運営委員長連絡協議会、区防災対策連絡協議会）
　・区役所新庁舎完成に伴い JR1YWIは３月に移転した  総務省に常置場所変更届け出済
【支部事業】
  ・地域行事をサポート　港南区ふれあいウオーキングに支部通信訓練を兼て参加（16/2/26、17/2/26）
　・第４回SSTV勉強会　開催　2016/6/5　MMSSTVの設定と通信方法
    第５回SSTV勉強会　開催　2017/4/8　MMSSTVの設定と通信方法
  ・オンエアー・ミーティングの１回/月開催の継続と震度３以上での近隣被災情報交換　７回実施
【入退会】
　・入会　６名、　退会　６名

7 保土ケ谷

8 旭 37 32 52 178

①地域防災拠点、連合自治会の防災訓練と連携し、情報受伝達訓練及び無線設備点検を実施した
②5拠点局の無線局免許を更新した
③438.08MHｚ・F3Eで毎第二土曜日21：30～ローrコールを実施、及び旭区内で震度３以上が記録された時情報交換を行った（3回・
12局）
④通信訓練及びアマ無線と防災の啓蒙を兼ね「旭ふれあい区民祭り」「旭防災フェスタ」及び「市民活動センター及び区役所情報
発信センター」の行事に参加した（地域クラブ「あさひ無線愛好会（JQ1YSR）」と共催）
⑤新スプリアス対応無線機36/37台を旭区役所が購入、30拠点に納入・更新済み・・・残り分は区役所で日程調整中、年度内納入予
定
⑥「地域防災拠点運営委員会連絡協議会総会（傍聴）」「旭区災害ボランティア連絡協議会」「旭区災害医療連絡会」に参加した
⑦入会者 7名　退会者 3名（無活動会員）　支部会員　133名

9 磯子 21 21 48 267

・「地域防災拠点」訓練のほか「連合地域の防災訓練」「出動体勢訓練」参加の数字は左記のとおり。その他「各種イベント」等
への参加を合わせて、68回、述べ約507人が参加した。
・上記の内「出動態勢訓練は」横浜市のどこかで震度3以上の地震があれば、地震発生から30分間を訓練として、被害状況報告を無
線で行う訓練で8回あり延べ94人が参加した。
・磯子区役所主催の「災害対策本部運営訓練」が１回実施され、情報伝達ボランティア団体として、指定された2名が参加した。
・「磯子まつり」「防災スマイリングフェア」「防災パネル展」「健民祭」「防災ギャザリング」等のイベントに８回参加し、延
べ72人が参加した。
・毎月、月初めの土曜日20時～21時に、無線によるロールコールを実施し、情報の共有と親交を深めている。28年度は12回で延べ
179人が参加した。
・アマチュア無線による情報伝達だけでなく、特に避難所拠点へ来る前の発災直後の地域の連絡手段として特定小電力トランシー
バの普及活動に力を入れて推進している。
・地域防災拠点訓練では、紙芝居で情報伝達の重要性をＰＲしているが、女性会員が紙芝居や、寸劇「おはなしえぷろん」を展開
し啓発している。
・趣味のアマチュア無線クラブ｢JARL横浜磯子クラブ」と共催で楽しいミーティングを隔月に行い、無線技術や防災の勉強、そして
親交を深め会員募集などを推進している。
・平成２８年度末時点で、会員は２人減って４人増え、９４人となった。
・平成２９年度は、磯子区制９０周年であり、記念局 「８Ｊ１９０ＩＳＧ」の運用もあり、さらなる活性化が期待される。
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・4月23日 平成28年度支部総会を開催。
・5月21日 会員に対し新設された区役所無線室見学会を実施。
・5月28日、3月10日 区役所と地域防災拠点の連絡協議会に出席。
・6月、9月、12月、3月の第一土曜日21:00～、災害を想定した通信訓練を実施。
・7月2日、1月21日 支部会員と役員の連絡会である拡大役員会を開催。
・7月21日、2月10日 区役所と連絡会を実施。
・10月15日 金沢まつりいきいきフェスタに出展し、組織PR・アマチュア無線啓発・会員募集活動を行う。
・10月23日～29日 区役所内のパネル展に出展し、組織PR・会員募集活動を行う。
・3月11日 金沢区災害ボランティアネットワーク、金沢区社会福祉協議会による、災害対応シミュレーション訓練に参加。
・通年 毎月第一土曜日9:30～役員会を開催。
・通年 第一土曜日21:00～定例ロールコール、他の土曜日はフリーロールコールを実施。
・市域に震度3以上の地震が発生した場合、自身・周辺・ライフラインの3項目の情況報告を６回行い、結果を区役所に報告した。
・地区センターなどに会員募集ビラを貼り会員増強に努めた。

11 港北 28 28 29 188

・H28年度 　地域防災拠点、全28地区の防災訓練に参加して、拠点設備の保守点検を行い区役所局との通信訓練を行った
・H28- 5月　技術講習会---デジタルモード、D-STAR、C4FMについての講習会
・H28- 6月　港北区内、大倉山の公園にて通信訓練を目的とした移動運用を実施、港北支部局JQ1ZGSを運用
・H28- 8月　技術講習会---新スプリアス規制についての概要説明と、対策についての勉強会
・H28-10月　区民祭「ふるさと港北ふれあいまつり」に参加し、防災マップ、ハザードマップ(港北区作成)の配布を行った
・H28-11月　市役所局"JR1YWC"と電波伝搬テストに参加、438MHz(RS54/51)、145MHz(RS56/52)、1295MHz(RS41/31)
・H28-12月　技術講習会---各拠点の防災訓練時には通信方法に個人差があったので、運用課題として検討を行った。
・H29- 2月　年間24回のロールコール（430/145MHz/FM）を実施、毎回15局～20局の参加、2月19日に6年通算150回目を達成
・H29- 3月　新横浜駅周辺混乱防止対策連絡協議会(新横浜地区の参加者として大豆戸町一時避難所までの避難訓練に参加）

12 緑 21 21 21 65
緑区役所耐震化工事で新たなアンテナと4F無線室（ほかと供用）ですが条件も整ったため　区内の拠点校（訓練拠点）との交信や
市役所との交信もスムーズに出来る様になりました。　後は、会員の増強や会員の育成を今後の課題として取り組んでまいりま
す。

13 青葉 41 27 29 300

・地域防災拠点訓練 ・オンエア・ミーティング (毎週土曜日夜21～21:30) JQ1YVN(横浜青葉メディカル無線クラブ)加入局を除き
平均20.8％、のべ616局
・昨年度スタートした地域定点診療拠点に対応する四師会との合同訓練　剣山小学校、あざみ野第2小学校、元石川小学校、みたけ
台中学校、美しが丘小学校
・昭和大学藤が丘病院の防災訓練、防災フェスティバルなど区内の防災関連プログラムに参加
・青葉区民まつり、青葉区防災フェアにてブース開設

14 都筑 27 27 27 120

・主に地域防災拠点と区役所局との通信訓練（情報受伝達訓練）を実施した
・訓練時や区民まつりの際に会員募集チラシを配布したほか、ホームページでもＰＲ活動を行った(新規入会5名）
・総務課危機管理担当を通じて「第７回都筑区長の気軽にトーク」の参加者に誘われ、都筑区長、総務課長などと意見交換した
・区役所での防災関係会議に出席した
・区災害ボランティアネットワーク主催の防災フェアにパネル出展した

15 戸塚 35 14 14 69

・地域防災拠点運営委員会総会への出席、区主催の防災講演会への活動展示ブース出展などを通じて、区役所危機管理担当部署へ
の協力を続けているが、本年度より同部署と年2回の定例ミーティングを開始し、連携を緊密にする努力をしている。
・J-anpiにつなげるために横浜市が運用する避難者情報収集システムに対して、通信リンクのバックアップとして対応が可能であ
ることを検証するために通常の通信訓練に加えてﾃﾞｼﾞﾀﾙSSTVによるファイル転送の通信試験を2拠点で実施した。
・戸塚区災害ボランティアセンター主催の防災フェスティバル、戸塚お結びフォーラムなどの機会に非常通信協力会の活動を展
示、あわせて、特小トランシーバー、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ簡易無線トランシーバーの体験会と災害時の有効性PRを実施した。
・JR戸塚駅前広場で行われる商店会の夏祭りに参加し公開運用を行ったが、同時に非常通信協力会の活動PRと入会勧誘を行った。

16 栄 20 1 20 182

・市内最大震度3以上の地震発生時に出動態勢訓練を実施。年度内7回、延べ参加局数32
・月例オンエアミーティングを12回実施。延べ参加局数100
・4月：会員宅のシャック見学会、「支部非常通信討論会」開催。参加局数7
・6月：栄区役所で「支部非常通信討論会」開催。発災時の行政側のニーズの把握、情報収集・伝達様式の具体化と定型化を実施
し、支部の方針を確認。また鉛蓄電池のフローティング充電器の制作や活用事例についての情報共有を実施。参加局数11
・8月：千秀小学校の地域防災拠点防災訓練に参加し、通信実験と支部への入会勧誘を実施。参加局数7
・9月：会員宅のシャック見学会、「支部非常通信討論会」開催。参加局数7
・10月：会員宅のシャック見学会、「支部非常通信討論会」開催。参加局数7
・10月：支部入会勧誘（栄区内アマチュア無線用アンテナを上げている局に対する入会案内ビラの投函）
・11月：本部主催市/区役所間伝搬実験に参加。合わせて区役所局と各局間の伝搬を確認。区役所局無線室を点検。情報伝達演習を
実施。参加局数11
・3月：栄区防災フェアに参加し、無線機・QSLカードを展示、入会勧誘のビラ配り。特小無線機を利用した体験型ゲームの企画・
運営。参加局数10
・3月：総会を開催。併せて新加入メンバーへの区役所設備の運用オリエンテーションを実施。参加局数18
・栄区支部内の会員QTHロケーションマップ最新版を作成し会員及び区役所へ配布
・年度内新入会員数2、退会者数1

17 泉 23 16 19 106

・不用品交換会の実施（車約150台）支部間の交流を行なった。
・区制30周年記念局（8J130IZM)の運用（8/1～12/31）延べ1500局と交信
・泉区ふれあいまつり参加（特に非常時に無線が有効であることなど、また特小トランシーバの体験を来場者にPRした）
・区役所局と市役所との通信訓練に参加したが４３０Mhz帯のみ交信可能であった。
・市内で震度3以上の地震発生が4回あり同時に通信訓練を行った。（延べ44局参加）
・SSTVの基本的な研修会を２回行った。（防災訓練での活用促進）
・拠点防災訓練では無線交信とデジタル防災無線の取り扱い方やNTTの特設公衆電話の設置などの訓練を行った。

18 瀬谷 0 0 25 1 第34回全国伝播通信実験参加(7/30-31)  ２　瀬谷区防災連絡会議出席(6/7)　３　区役所局無線機点検(10/11)

この報告に関する問い合わせ先：泉区支部・五木田寛　　メールアドレス：gokita(アットマーク)cap.ocn.ne.jp

支部名

実施した通信訓練の概要

その他活動・報告事項など


